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資
料
紹
介

明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
淡
路
座
興
行
記
録

︱
徳
島
の
新
聞
記
事
よ
り
︱

久
堀
裕
朗

本
稿
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
徳
島
の
新
聞
か
ら
、
淡
路
座
（
淡
路
の
人
形
座
）

の
人
形
浄
瑠
璃
興
行
に
関
す
る
記
事
を
抜
粋
し
、
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、

あ
る
期
間
の
新
聞
記
事
を
網
羅
的
に
調
査
し
て
作
成
し
た
も
の
で
は
な
く
、
徳
島
市

史
編
さ
ん
室
所
蔵
の
人
形
浄
瑠
璃
関
係
新
聞
記
事
ス
ク
ラ
ッ
プ（
徳
島
市
資
料
台
帳
）

か
ら
、
淡
路
座
（
一
部
阿
波
や
、
そ
の
他
の
座
も
含
む
）
の
興
行
に
関
す
る
記
事
を

抜
き
出
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
徳
島
市
史
編
さ
ん
室
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

淡
路
座
の
興
行
記
録
に
つ
い
て
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
「『
元
木
家
記
録
』
の
淡
路

座
興
行
記
録
」（『
演
劇
研
究
会
会
報
』
第
三
十
二
号
）、「『
淡
島
歴
覧
』
の
淡
路
座

関
連
記
事
」（
同

第
三
十
八
号
）、「
徳
島
県
立
文
書
館
寄
託
「
酒
井
家
文
書
」
の

淡
路
座
興
行
記
録
」（
同

第
四
十
一
号
）、『
近
世
淡
路
座
興
行
年
表
（
稿
）』（
科

研
費
成
果
報
告
書
、
二
〇
一
五
）
な
ど
、
主
と
し
て
近
世
期
の
記
録
を
収
集
・
整
理

し
て
き
た
。
淡
路
座
の
興
行
で
は
都
市
の
芝
居
小
屋
で
版
行
さ
れ
る
よ
う
な
番
付
が

版
行
さ
れ
な
い
の
で
、
地
方
の
農
村
部
ま
で
巡
業
し
て
い
く
そ
の
興
行
の
実
態
が
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
記
録
の
乏

し
さ
を
少
し
で
も
補
う
べ
く
こ
れ
ま
で
資
料
の
収
集
に
努
め
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ

の
乏
し
さ
は
基
本
的
に
近
代
以
降
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
そ
こ
で
断
片
的
な
記

録
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
新
聞
記
事
の
抜
粋
を
ま
と
め
る
こ
と

に
し
た
次
第
で
あ
る
。
新
聞
記
事
の
限
ら
れ
た
情
報
で
は
あ
る
が
、
座
名
・
劇
場
・

演
者
名
・
上
演
時
間
・
演
目
・
観
劇
料
な
ど
に
つ
い
て
貴
重
な
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

凡
例

一
、
収
録
情
報
は
「
年
月
日
」「
新
聞
名
（
朝
刊
・
夕
刊
の
別
）」「
新
聞
記
事
の
抜

粋
」
か
ら
な
る
。

一
、
漢
字
は
原
則
と
し
て
現
代
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

一
、
改
行
を
「
／
」
に
よ
っ
て
示
し
た
。

一
、
資
料
不
鮮
明
に
よ
る
難
読
文
字
は
□
で
示
し
た
。

一
、
○
△
◇
等
の
記
号
は
原
資
料
の
通
り
で
あ
る
が
、
○
・
●
等
の
区
別
は
せ
ず
、

す
べ
て
白
抜
き
記
号
で
表
記
し
た
。

一
、「
年
月
日
」「
新
聞
名
」
は
「
徳
島
市
資
料
台
帳
」
記
載
の
情
報
に
よ
る
。

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
四
月
二
十
八
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
常
盤
座
の
操
人
形

中
村
久
太
夫
一
座
の
人
形
芝
居
の
戯
題
は
昨
日
よ
り
前
狂
言

敵
討
花
筏
岸
柳
島
大
序
よ
り
敵
討
迄
、
中
狂
言
源
平
布
引
滝
四
段
目
、
附
け
物
義
士

銘
々
伝
な
り

‒ ‒



明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
四
月
十
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
興
行

愈
々
本
日
よ
り
柳
馬
場
に
於
て
改
良
人
形
芝
居
中
村
久
太
夫
一
座
の
興
行

あ
り
又
稲
荷
座
に
於
て
同
日
よ
り
日
清
戦
争
大
幻
灯
会
を
開
き
競
争
場
裡
に
決
戦
を

試
み
ん
と
両
座
は
待
ち
居
れ
り

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
二
月
二
十
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
芝
居

登
美
座
の
上
村
源
之
丞
一
座
の
操
人
形
は
い
よ
〳
〵
昨
日
よ
り
開
場
、
出

物
は
「
賤
ヶ
嶽
七
本
鎗
」
附
物
「
三
十
三
間
棟
木
由
来
」
平
太
郎
住
家
の
場
（
錦
太

夫
）、「
乗
掛
合
羽
道
中
双
六
」
沼
津
里
の
場
（
□
太
夫
）
等
な
り

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
一
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
栄
座

過
日
来
よ
り
興
行
中
の
豊
川
福
之
丞
一
座
の
人
形
芝
居
は
昨
日
よ
り
前
狂

言
を
「
近
江
源
氏
先
陣
館
」
大
序
よ
り
大
詰
ま
で
と
附
も
の
を
「
娘
景
清
日
向
島
」

等
に
差
し
替
へ
た
り

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
四
月
十
四
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
栄
座
豊
川
福
之
丞
一
座
の
操
り
人
形
芝
居
も
本
日
よ
り
芸
題
替
り
其
出
物
は
「
曾

我
物
語
富
士
の
巻
狩
」
大
序
よ
り
大
詰
ま
で
（
三
段
目
巴
太
夫
）
附
物
「
源
平
布
引

の
滝
」（
長
門
太
夫
）「
お
俊
伝
兵
衛
」
堀
川
の
段
（
出
羽
太
夫
）
等
な
る
が
何
れ
も

本
日
よ
り
三
日
間
は
特
に
毎
日
午
前
八
時
よ
り
開
場
す
る
と
の
事
な
り

明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
六
月
十
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
栄
座

二
軒
屋
横
土
手
栄
座
に
て
は
来
る
十
二
日
よ
り
吉
田
伝
二
郎
一
座
の
操
人

形
の
興
行
あ
り
太
夫
は
市
内
南
北
白
黒
の
寄
合
ひ
な
り

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
二
月
二
十
七
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
操
芝
居

新
栄
町
常
磐
座
に
て
は
来
る
三
月
一
日
よ
り
吉
田
伝
二
郎
一
座
の
操
人

形
の
興
行
あ
る
由

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
九
月
十
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
操
人
形

弐
軒
屋
横
土
手
栄
座
に
て
は
本
日
よ
り
中
村
久
太
夫
一
座
の
操
人
形
芝

居
を
興
行
す
る
よ
し

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
一
月
二
十
三
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
操
り
に
里
の
賑
は
ふ
小
春
か
な

名
東
郡
八
万
村
大
字
下
八
万
村
字
大
野
名
に
て

来
る
二
十
四
日
豊
年
祝
ひ
と
し
て
村
太
夫
の
連
中
に
て
一
日
間
操
人
形
の
興
行
を
為

さ
む
と
昨
今
準
備
中
、
好
天
気
な
ら
む
に
は
定
め
て
賑
は
ん

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
二
月
十
五
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
常
磐
座
の
人
形
芝
居

新
栄
町
常
盤
座
に
て
は
今
春
同
座
に
て
興
行
せ
し
吉
田
伝

二
郎
一
座
の
操
り
人
形
芝
居
を
明
日
よ
り
開
場
す
る
由
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明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
十
二
月
二
十
一
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

新
栄
町
常
磐
座
の
操
人
形
吉
田
伝
二
郎
一
座
は
一
昨
日
よ
り
開
場
昨
初
日
よ
り
は
昼

夜
通
し
と
し
て
演
じ
居
れ
り

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
一
月
十
六
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
浄
瑠
璃
会

新
栄
町
常
磐
座
に
て
は
来
る
二
十
八
日
よ
り
豊
澤
町
造
が
会
主
と
な

り
浄
瑠
璃
会
（
人
形
入
り
）
を
催
す
由

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
三
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
町
造
の
浄
瑠
璃
会

新
栄
町
常
磐
座
に
て
興
行
中
の
市
川
荒
人
一
座
は
昨
日
限
り

打
上
げ
と
な
し
本
夜
よ
り
は
兼
て
記
載
し
た
る
豊
澤
町
造
が
会
主
と
な
り
豊
川
六
之

丞
一
座
の
操
人
形
を
入
れ
南
北
素
黒
人
及
び
富
街
太
棹
連
の
浄
瑠
璃
会
を
催
す
筈
な

る
が
木
戸
銭
は
無
銭
な
り

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
二
月
十
一
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
操
人
形

今
十
一
日
午
後
二
時
よ
り
十
二
時
ま
で
安
宅
村
字
百
間
地
に
て
操
人
形

の
興
行
あ
り

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
十
三
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
常
磐
座
の
操
人
形

同
座
は
操
人
形
の
元
祖
上
源
之
丞
の
一
座
に
て
節
句
芝
居
を

興
行
す
る
旨
此
間
の
紙
上
に
記
る
し
あ
り
し
が
座
員
は
何
れ
も
乗
込
み
居
れ
ば
い
よ

明〱
十
四
日
よ
り
開
場
す
る
由
な
る
が
座
附
太
夫
は
例
の
上
総
太
夫
（
出
羽
太
夫

は
抜
け
た
り
）
に
し
て
追
抱
と
し
て
は
山
城
太
夫
勤
む
る
と
ぞ

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
二
十
二
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
芝
居
だ
よ
り

常
盤
座
の
操
人
形
は
一
昨
日
よ
り

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
二
十
四
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

又
た
勢
見
山
下
の
明
地
に
て
は
過
日
新
町
橋
際
三
菱
席
に
て
興
行
し
た
る
山
本
三
之

助
一
座
の
糸
操
り
人
形
（
浄
瑠
璃
入
り
）
等
な
り

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
三
月
二
十
四
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
常
磐
座

上
村
源
之
丞
一
座
に
て
狂
言
は
昼
の
部
「
奥
州
秀
衡
」
大
序
よ
り
大
詰

迄
、
附
物
「
躄
仇
討
」
拾
一
段
目
（
竹
本
山
城
太
夫
）
夜
の
部
「
八
陣
守
護
の
本
城
」

大
序
よ
り
大
詰
迄
、附
物
「
宵
庚
申
八
百
屋
の
献
立
」
お
千
代
半
兵
衛
（
山
城
太
夫
）

等
な
り

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
四
月
九
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
常
磐
座

同
座
に
て
興
行
中
な
り
し
上
村
源
之
丞
一
座
の
操
り
人
形
は
一
昨
日
限

り
千
秋
楽
と
な
し
一
座
は
麻
植
郡
川
島
町
へ
乗
込
み
一
興
行
す
る
由
な
り
、
又
同
座

は
近
日
よ
り
先
年
来
り
し
こ
と
あ
る
西
京
役
者
嵐
大
五
郎
、
嵐
橘
治
郎
一
座
が
乗
込

み
開
場
す
る
筈
に
て
既
に
当
地
の
仕
打
は
上
洛
し
て
万
事
打
合
せ
中
な
り

‒ ‒



明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
一
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
広
告

本
家
上
村
源
之
丞
一
座

○
本
太
夫

豊
竹
浜
太
夫

△
三
味
線

野
澤
吉
太
郎

○
追
抱

大
坂
初
下
り

豊
竹
此
太
夫

△
三
味
線

同

豊
澤
浜
右
衛
門

○
副
追
抱

東
京
初
下
り

豊
竹
錦
太
夫

△
三
味
線

花
澤
咲
次

右
ハ
四
月
二
日
ヨ
リ
晴
天
十
三
日
間
三
好
郡
池
田
町
ニ
於
テ
興
行
引
続
キ
同
郡
芝
生

村
ニ
於
テ
晴
天
七
日
間
興
行
仕
候
ニ
付
賑
々
敷
御
光
来
ノ
程
奉
祈
候

明
治
三
十
二
年
三
月

請
元

丸
浦
幸
三
郎

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
六
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
常
磐
座
の
操
人
形

過
日
来
二
軒
屋
横
土
手
栄
座
に
て
興
行
し
居
た
る
吉
田
伝
次

郎
一
座
の
操
人
形
は
近
日
よ
り
又
た

新〱
栄
町
常
盤
座
に
て
一
興
行
す
る
と
の
話

し
あ
り

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
五
月
十
八
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
糸
操
り
人
形

二
軒
屋
横
土
手
栄
座
に
て
は
昨
日
よ
り
例
の
中
村
三
之
助
一
座
の

糸
繰
り
人
形
の
興
行
あ
り

（
マ
マ
）

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
六
月
八
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
操
り
人
形
源
之
丞
一
座

新
栄
町
常
磐
座
に
て
は
目
下
興
行
中
の
新
演
劇
同
志
団

一
座
を
一
両
日
内
に
打
上
げ
其
後
へ
は
大
操
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
が
乗
込
み
節
句

芝
居
を
興
行
す
る
由

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
六
月
十
三
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
上
村
源
之
丞
一
座

新
栄
町
常
磐
座
の
操
り
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
は
明
日
よ
り

開
場
す
る
よ
し

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
五
月
三
十
一
日

『
徳
島
日
日
新
聞
』

○
市
村
六
之
丞
一
座
操
人
形

登
美
座
に
て
は
市
村
六
之
丞
一
座
の
大
操
人
形
を
興

行
す
る
筈
に
て
本
太
夫
豊
竹
巻
太
夫
、
追
抱
竹
本
春
子
太
夫
、
三
味
線
豊
竹
巴
弥
太

夫
、
豊
澤
新
左
衛
門
、
豊
澤
仙
左
衛
門
等
な
る
が
本
日
が
大
入
に
て
引
続
き
初
日
を

興
行
と
の
事

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
二
月
十
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
竹
本
国
尾
の
浄
瑠
璃
会

明
後
十
五
日
よ
り
富
田
裏
中
の
丁
竹
本
国
尾
会
主
と
な

り
仲
の
丁
歌
舞
伎
座
に
於
て
勝
浦
郡
の
旭
一
座
を
雇
ひ
操
人
形
を
興
行
す
る
よ
し

明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
十
二
月
十
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
常
磐
座
の
操
人
形

上
村
源
之
亟
一
座
の
操
人
形
は
漸
く
一
昨
日
当
市
に
乗
込
み

‒ ‒



来
り
昨
日
大
入
を
出
し
た
る
が
本
日
引
続
き
て
初
日
を
興
行
す
る
筈
、
猶
同
一
行
に

は
祖
太
夫
も
加
は
り
居
れ
り
と

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
二
月
十
七
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
中
村
九
太
夫
一
座

阿
波
郡
八
幡
町
に
て
旧
正
月
の
休
み
を
持
込
み
て
本
家
中
村

九
太
夫
一
座
の
操
人
形
を
興
行
す
る
筈
な
り
と

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
三
月
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
源
之
丞
一
座

美
馬
郡
脇
町
消
防
組
頭
長
谷
川
長
太
郎
は
本
月
中
旬
よ
り
上
村
源

之
丞
一
座
の
操
り
人
形
を
興
行
せ
ん
も
の
と
予
て
よ
り
奔
走
の
効
空
し
か
ら
ず
愈
々

興
行
に
決
し
此
三
四
日
前
よ
り
東
川
原
に
廿
八
間
に
廿
一
間
の
仮
小
屋
建
築
に
取
り

か
ゝ
り
前
景
気
も
至
つ
て
宜
し
け
れ
ば
開
場
の
暁
に
は
相
応
に
客
足
を
引
く
な
ら
む

と明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
四
月
六
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
源
之
丞
一
座

美
馬
郡
脇
町
に
於
て
興
行
中
の
同
一
座
は
開
場
以
来
頗
る
好
人
気

の
よ
し
な
る
が
今
六
日
よ
り
蛭
子
島
三
段
目
竹
本
巻
太
夫
、
四
ツ
谷
怪
談
竹
本
朝
太

夫
三
味
線
鶴
澤
仙
之
助
等
に
替
ゆ
と
の
事
な
り

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
九
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
操
人
形
一
座
の
大
当
り

那
賀
郡
富
岡
町
登
美
坂
座
に
て
操
人
形
を
興
行
中
な
る

上
村
久
太
夫
竹
本
島
太
夫
一
座
は
中
々
の
好
人
気
に
て
二
週
間
以
上
に
亘
り
て
興
行

を
打
ち
つ
ゞ
け
し
が
昨
今
中
に
同
地
を
打
揚
げ
登
美
座
か
歌
舞
伎
座
に
て
開
場
の
筈

な
り
と

明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
十
一
月
二
十
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
人
形
芝
居

那
賀
郡
新
野
村
字
重
友
に
於
る
人
形
芝
居
は
日
々
の
大
入
り
に
て
近

来
稀
れ
な
る
好
人
気
な
り
と

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
四
月
十
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
上
村
源
之
丞
一
座
の
操
人
形
は
昨
日
よ
り
常
磐
座
に
於
い
て
興
行
す

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
新
富
座

同
座
は
淡
路
大
操
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
（
本
太
夫
竹
本
大
島
太
夫
）

に
て
来
十
一
日
頃
よ
り
開
場
す
る
筈
に
て
目
下
座
元
と
交
渉
中

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
二
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
新
富
座

同
座
操
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
昨
日
よ
り
の
替
狂
言
は
前
「
敵
討
自
雷

也
物
語
」
大
序
よ
り
大
詰
迄
、
切
「
お
染
久
松
」
野
崎
村
（
湊
太
夫
）
等
な
り

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
三
月
二
十
六
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
春
日
座
の
人
形
芝
居

三
好
郡
池
田
町
の
劇
場
春
日
座
に
て
は
丸
浦
幸
三
郎
氏
請

元
と
な
り
来
二
十
八
日
よ
り
上
村
源
之
丞
一
座
の
大
操
人
形
を
招
き
開
場
の
筈
、
追

‒ ‒



抱
大
阪
豊
竹
新
呂
太
夫
に
し
て
前
景
気
頗
ぶ
る
好
し
と

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
四
月
十
四
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
一
楽
座
の
操
人
形

大
道
一
楽
座
は
本
日
よ
り
南
方
某
操
人
形
座
乗
込
み
開
場
す

べ
し
と

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
五
月
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座

中
村
久
太
夫
一
座
大
操
人
形
今
十
五
日
初
日
芸
題
に
「
源
平
布
引
滝
」

大
序
よ
り
大
詰
迄
に
し
て
其
役
割
は
大
序
（
喜
代
）
滝
壺
（
荒
尾
）
清
盛
御
殿
（
敦

勢
）
義
賢
館
（
織
）
竹
生
島
（
君
）
黒
助
住
家
（
綱
恵
）
清
盛
御
殿
（
巻
太
夫
）
大

切
（
久
）
△
中
狂
言
「
岸
の
姫
松
轡
鑑
三
ッ
目
」（
追
抱
竹
本
染
代
太
夫
）

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
五
月
十
七
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座

中
村
久
太
夫
操
人
形
本
日
よ
り
の
替
狂
言
左
の
如
し
△
前
絵
本
太
功
記

大
序
（
巻
尾
）
千
本
幟
（
津
名
）
本
能
寺
（
数
勢
）
久
吉
砦
（
綱
江
）
明
心
寺
（
君
）

杉
ノ
森
（
巻
太
夫
）
瓜
献
上
（
喜
代
）
夕
顔
棚
（
織
）
大
切
（
久
）
切
三
勝
半
七
酒

屋
ノ
段
（
追
抱
染
代
太
夫
）

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
五
月
二
十
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座

好
評
中
な
る
同
座
操
人
形
は
本
日
よ
り
左
の
如
く
芸
題
を
替
へ
た
り
△

「
本
朝
廿
四
孝
」
大
序
（
久
）
百
度
石
之
段
（
君
）
二
段
目
（
綱
江
）
捨
子
之
段
（
数

勢
）
三
段
目
（
巻
太
夫
）
四
段
目
（
織
）
五
段
目
（
其
）
△
中
狂
言
本
蔵
下
屋
敷
之

段
（
追
抱
染
代
太
夫
）
△
付
物
お
し
ゆ
ん
伝
兵
衛
堀
川
之
段
（
小
竜
）

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座

既
記
吉
田
伝
次
郎
一
座
大
操
人
形
は
明
二
日
看
板
揚
げ
来
五
日
頃
、
大

入
開
場
の
筈
な
る
が
太
夫
は
追
抱
祖
太
夫
、
座
附
真
打
錦
太
夫
、
ス
ケ
九
十
九
太
夫

等
な
り

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座
の
大
操
人
形

昨
日
大
入
を
開
場
し
た
る
同
座
吉
田
伝
次
郎
一
座
大
操
人

形
今
初
日
の
芸
題
は
左
の
如
し
△
前
近
江
源
氏
先
陣
館
大
序
よ
り
大
詰
ま
で
其
段
割

は
四
斗
兵
衛
住
家
（
松
島
太
夫
）
盛
綱
首
実
検
（
九
十
九
太
夫
）
中
狂
言
播
州
皿
屋

敷
鉄
山
屋
敷
（
英
太
夫
）
同
古
手
屋
八
郎
兵
衛
（
錦
太
夫
）
同
赤
垣
源
蔵
徳
利
の
伝

（
追
抱
祖
太
夫
）
今
回
の
同
一
座
は
追
抱
祖
太
夫
の
外
錦
、
九
十
九
、
英
等
の
顔
揃

ひ
な
れ
ば
面
白
か
る
べ
し
と
云
ふ

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
七
月
四
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座

内
町
朝
日
座
の
操
人
形
吉
田
伝
治
郎
一
座
は
愈
々
本
日
限
り
に
て
打
揚

げ
、
次
興
行
は
既
記
の
如
く
目
下
播
州
に
開
演
中
の
尾
上
団
十
郎
一
座
を
招
き
来
八

日
頃
よ
り
開
場
の
筈
な
る
が
今
回
は
従
来
の
一
座
へ
更
に
大
阪
の
片
岡
福
太
郎
を
差

加
へ
た
り
と

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
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○
朝
日
座
の
操
人
形

今
日
よ
り
の
芸
題
前
「
一
ノ
谷
嫩
軍
記
」
付
も
の
「
昔
八
丈

白
木
屋
お
駒
」
に
し
て
段
割
左
の
如
し
堀
川
御
所
（
数
）
経
盛
陣
所
（
久
尾
）
陣
門

（
数
勢
）須
磨
の
浦
（
賀
寿
）流
し
の
枝
（
織
）宝
引
（
諏
訪
登
）
熊
ケ
谷
物
語
（
巻
）

田
五
平
物
語
（
綱
登
）
昔
八
丈
白
木
屋
（
国
恵
）

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
二
十
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座
操
人
形

本
日
よ
り
の
替
芸
題
前
「
敵
討
自
雷
也
物
語
」
切
「
お
俊
伝
兵

衛
」
堀
川
の
段
伊
豆
名
山
（
芳
尾
）
国
久
館
（
数
勢
）
松
原
（
賀
寿
）
柳
ヶ
淵
（
久

尾
）
長
兵
衛
屋
敷
（
諏
訪
登
）
黒
姫
山
（
巻
太
夫
）
一
ッ
家
（
織
）
鏡
ヶ
浦
（
綱
登
）

猿
廻
（
国
恵
）

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
五
月
二
十
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座

同
座
操
人
形
本
日
よ
り
芸
題
替
り
前
「
源
平
八
島
合
戦
」
中
「
西
国
卅

三
所
壺
坂
寺
」
に
し
て
其
段
割
は

大
序
（
久
尾
）
序
切
（
数
勢
）
日
の
岡
峠
（
賀
寿
）
能
登
守
隠
家
（
綱
登
）
堀
川

御
所（
諏
訪
登
）五
平
次
住
家（
巻
太
夫
）壇
の
浦
兜
綴（
芳
尾
）治
信
陣
家
（
織
）

能
登
守
身
投
（
数
勢
）
中
狂
言
沢
市
よ
り
山
の
段
（
追
抱
国
恵
太
夫
）

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
二
月
二
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
淡
路
の
操
人
形
座

淡
路
に
於
け
る
操
人
形
座
は
三
原
郡
市
村
は
源
之
丞
が
四
座

吉
田
伝
次
郎
が
二
座
久
太
夫
、
幾
太
夫
、
鹿
五
郎
の
各
座
都
合
九
座
に
し
て
目
下
幾

太
夫
一
座
を
残
し
他
は
皆
興
行
に
出
で
居
る
由
な
る
が
源
之
丞
に
今
回
更
に
廃
座
と

な
り
居
れ
る
戎
家
忠
太
夫
座
を
買
収
し
て
組
織
せ
ん
筈
に
て
之
に
て
都
合
十
座
と
な

る
べ
く
尚
先
年
丹
波
に
て
全
焼
せ
る
淡
路
源
之
丞
座
を
再
興
せ
ん
協
議
も
あ
り
片
山

宇
三
郎
と
い
ふ
微
々
た
る
一
座
を
土
台
と
し
て
成
立
す
べ
き
模
様
な
り

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
四
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
一
楽
座
操
人
形

大
道
一
楽
座
は
明
四
日
よ
り
市
村
六
之
丞
一
座
の
操
人
形
を
開

演明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
二
十
六
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座
操
人
形

今
初
日
の
芸
題
前
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
大
序
（
島
江
）
室
町

御
所
（
敷
勢
）
割
普
請
（
君
）「
信
長
傘
の
舞
」（
敷
島
）
上
か
ん
や
（
久
江
）
嘉
平

次
住
家
（
巻
太
夫
）
金
閣
寺
（
小
春
）
大
切
（
敷
勢
）
△
切
「
三
十
三
ヶ
所
壺
坂
寺
」

沢
市
内
よ
り
山
の
段
ま
で
（
追
抱
竹
本
染
玉
太
夫
）

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
五
月
二
十
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
朝
日
座
二
の
替
り

阿
波
源
之
丞
一
座
操
人
形
第
二
回
替
芸
題
は
前
「
八
陣
守
護

本
城
」
大
序
（
島
江
）
南
巌
寺
（
数
勢
）
毒
酒
（
君
）
船
場
（
久
江
）
此
村
屋
敷
（
敷

島
）
王
仙
山
（
小
春
）
正
清
本
城
（
巻
太
夫
）
切
「
伊
勢
音
頭
」
油
屋
の
段
（
追
抱

染
玉
太
夫
）
大
切
「
播
州
皿
屋
敷
」（
総
掛
合
）

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
九
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
演
芸
▽

糸
操
人
形

緑
館
に
て
は
本
日
よ
り
糸
操
人
形
山
本
三
之
助
一
座
開

演
、
今
晩
の
語
り
物
左
の
如
し

‒ ‒



式
三
番
叟
（
入
登
）
先
代
萩
御
殿
（
春
三
咲
）
日
吉
丸
三
段
目
（
三
鶴
）
佐
倉
の

曙
義
作
内
（
愛
之
助
）
三
十
三
間
堂
棟
木
由
来
（
照
亀
）
金
比
羅
利
生
記
志
度
寺

（
浪
玉
）

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
十
二
月
二
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

○
出
羽
太
夫
の
再
勤

竹
本
出
羽
太
夫
は
大
操
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
に
勤
め
田
舎

亘
り
を
な
し
漸
く
此
際
帰
徳
滞
在
中
な
り
し
が
来
る
三
年
一
月
一
日
よ
り
更
に
東
京

に
て
出
勤
す
る
事
と
な
り
昨
夜
上
京
せ
り

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
二
月
二
十
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

商
号
登
記
公
告

商
号
日
本
諸
芸
諸
能
冠
大
操
人
形
座
本

本
家
阿
波
源
之
丞
藤
原
正
清
営
業
ノ
種
類

操
人
形
業
○
営
業
所
徳
島
市
大
字
塀
裏
町
巽
浜
十
八
番
地
ノ
二
○
商
号
使
用
者
ノ

氏
名
住
所
徳
島
市
大
字
塀
裏
町
巽
浜
十
八
番
地
ノ
二
中
村
幸
平

右
明
治
四
十
三
年
弐
月
十
八
日
登
記

徳
島
区
裁
判
所

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
五
月
十
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
春
日
座

大
操
人
形
阿
波
源
之
丞
一
座
本
日
よ
り
の
芸
題
は
前
「
絵
本
太
功
記
」

大
序
よ
り
大
切
ま
で
尼
ヶ
崎
の
段
（
織
太
夫
）
切
狂
言
「
三
勝
半
七
」
酒
屋
（
国
恵
）

明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
六
月
二
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
演
芸
▽

稲
荷
座

来
五
日
操
人
形
上
村
源
之
丞
一
座
乗
込
、
七
日
よ
り
大
入
開

演
、
追
抱
豊
竹
新
呂
太
夫
、
三
味
線
野
澤
吉
平
、
新
呂
は
名
東
郡
八
万
村
の
出
身
に

て
幼
年
の
頃
上
京
し
故
呂
太
夫
門
人
と
な
り
斯
道
に
精
励
み
メ
キ

上〱
達
、
今
回

二
十
年
振
り
の
帰
省
な
れ
ば
十
八
番
の
出
し
物
に
て
大
に
喝
采
を
博
さ
ん
意
気
込
な

る
由

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
十
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
演
芸
界
▽

一
楽
座

引
続
き
好
人
気
の
大
操
人
形
本
日
よ
り
の
替
芸
題
前
「
傾

城
大
江
山
」
酒
顛
童
子
大
序
よ
り
大
詰
ま
で
中
「
摂
州
合
邦
ヶ
辻
」
切
「
伊
勢
音
頭
」

に
し
て
重
な
る
太
夫
段
割
は

吉
野
の
山
（
栄
太
）
花
見
（
浪
栄
）
矢
瀬
の
里
（
呂
勢
）
保
昌
屋
敷
（
生
島
）
頼

光
館
（
春
木
）
渡
辺
内
（
綱
登
）
羅
生
門
（
呂
島
）
土
蜘
蛛
（
島
勢
）
山
入
（
掛

合
）
敵
討
（
綱
勢
）
△
合
邦
（
弥
生
）
十
人
切
（
新
呂
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
十
七
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
演
芸
界
▽

一
楽
座

操
人
形
本
日
よ
り
の
替
芸
題
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
大
序

よ
り
大
詰
ま
で
其
段
割
左
の
如
し

鶴
ヶ
岡
（
大
栄
）
桃
井
屋
敷
（
生
勢
）
殿
中
（
隅
呂
）
判
官
切
腹
（
生
島
）
二
ツ

玉
（
島
勢
）
勘
平
切
腹
（
綱
登
）
茶
屋
場
（
総
掛
合
）
道
行
（
掛
合
）
由
良
之
助

隠
家
（
新
呂
）
天
川
屋
義
平
内
（
青
木
）
勢
揃
（
か
け
合
）
敵
討
（
か
け
合
）
焼

香
場
（
大
栄
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
三
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
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△
一
楽
座

開
演
以
来
好
評
な
り
し
大
操
人
形
は
本
日
限
り
打
揚
ぐ
る
事
と
せ
り

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
四
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
春
日
座

大
操
人
形
中
村
久
太
夫
一
座
本
日
の
大
入
狂
言
は
前「
一
の
谷
嫩
軍
記
」

切
「
木
下
蔭
狭
間
合
戦
」
に
し
て
毎
日
午
前
七
時
開
幕
午
後
六
時
閉
場
大
入
当
日
は

一
人
前
木
戸
十
一
銭
の
均
一
早
い
者
勝
重
な
る
太
夫
段
割
は

須
磨
の
浦
組
討
（
政
子
）
流
の
枝
（
浪
登
）
熊
谷
陣
家
（
梓
太
夫
）
△
竹
中
官
兵

衛
砦
（
伏
見
太
夫
）

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
十
七
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

△
演
芸
界
▽

稲
荷
座

本
日
よ
り
の
替
芸
題
前
「
蛭
児
島
武
勇
問
答
」
切
「
女
舞

衣
三
勝
半
七
」
に
し
て
重
な
る
太
夫
役
割
は

六
原
御
所
（
栄
）
三
島
明
神
（
咲
勢
）
伊
藤
祐
近
館
（
国
見
）
北
条
時
政
館
（
桐
）

大
相
撲
（
掛
合
）
工
藤
祐
経
屋
敷
（
梶
太
夫
）
石
橋
山
大
合
戦
（
三
駒
）
△
酒
屋

（
追
抱
瑠
璃
太
夫
）

△
春
日
座

市
川
駒
三
郎
一
座
は
明
十
八
日
大
入
開
演
△
中
村
久
太
夫
一
座
、
目
下

撫
養
斎
田
に
興
行
中
な
る
大
操
座
元
阿
波
源
之
丞
事
中
村
久
太
夫
一
座
は
同
地
打
揚

後
当
市
へ
乗
込
み
開
演
す
る
由
太
夫
は
歳
太
夫
及
び
追
抱
錣
、
国
恵
外
数
名
な
り
と

明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
六
月
二
十
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』

六
月
十
一
日
よ
り

稲
荷
座

元
祖
本
家
大
操
人
形

吉
田
伝
二
郎
一
座

追
抱

豊
竹
瑠
璃
太
夫

三
味
線

野
澤
吉
二
郎

○
入
場
料

木
戸
四
銭

桟
敷
九
十
六
銭
、
揚
六
十
四
銭
、
割
十
三
銭
敷
物
と
も
、

下
足
壱
銭

大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
六
月
二
十
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

日
本
演
劇
界
の
権
威
／
本
家
上
村
源
之
丞
／
大
黒
組
人
形
芝
居
／
夜
間
興
行
は
本
場

安
来
節
／
二
十
日
よ
り
昼
夜
二
回
興
行

日
本
演
劇
界
の
権
威
と
し
て
古
来
よ
り
維
新
ま
で
従
四
位
下
の
位
階
を
有
す
る
淡
路

名
物
人
形
芝
居
本
家
上
村
源
之
丞
第
一
巡
業
隊
大
黒
組
一
行
は
愈
々
二
十
日
よ
り
稲

荷
座
に
て
開
演
す
べ
く
五
十
有
余
名
の
人
形
町
廻
り
の
上
午
前
九
時
よ
り
開
演
の
筈

に
て
初
日
に
限
り
半
額
券
持
参
の
者
は
二
十
銭
に
て
観
覧
に
供
す
る
由
太
夫
千
代

路
は
越
路
太
夫
の
高
弟
に
て
関
西
女
義
太
夫
界
の
花
形
に
て
其
他
各
太
夫
共
斯
界
の

名
流
揃
ひ
な
り
と
初
日
狂
言
左
の
如
し

前
狂
言
一
の
谷
嫩
軍
記
（
大
序
よ
り
熊
谷
陣
家
の
段
を
此
段
に
て
八
十
八
段
大
道

具
仕
掛
に
て
御
覧
に
い
れ
ま
す
）

切
狂
言
三
勝
半
七
酒
屋
の
段

△
太
夫
出
当

堀
川
御
所

竹
本
三
花
太
夫

敦
盛
出
陣

豊
竹
国
登
太
夫

一
の
谷
陣
門

竹
本
三
花
太
夫

同
提
灯

豊
竹
音
恵
太
夫

林
住
家
の
段

豊
竹
久
島
太
夫

熊
谷
陣
家

豊
竹
音
恵
太
夫
／
豊
竹
上
総
太
夫

三
勝
半
七
／
酒
屋
の
段

竹
本
千
代
路

又
夜
間
興
行
と
し
て
神
戸
劇
場
総
引
越
の
本
場
安
来
節
万
歳
諸
芸
競
演
会
に
て
二
十
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日
午
後
五
時
よ
り
花
々
し
く
開
幕
︙
︙
一
行
の
顔
触
れ
左
の
如
し

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
一
月
二
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

徳
島
倶
楽
間
会
大
会
／
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居

廿
六
日
よ
り
三
日
間
稲
荷
座
に
て

摂
政
宮
殿
下
御
成
婚
奉
祝
の
為
緒
方
宇
鳴
氏
を
会
長
と
せ
る
徳
島
名
物
素
人
浄
瑠
璃

倶
楽
間
会
は
御
盛
儀
当
日
即
ち
本
日
廿
六
日
午
前
十
時
よ
り
当
市
新
栄
丁
稲
荷
座
に

於
て
本
家
上
村
源
之
丞
人
形
入
に
て
花
々
敷
開
演
す
る
こ
と
に
決
定
会
員
一
同
必
死

の
練
習
と
努
力
に
狂
奔
し
つ
ゝ
あ
り
日
割
及
会
員
出
演
者
氏
名
は
左
の
通
り

廿
六
日
（
初
日
）

累
物
語
坂
生
村

敷
島
明
昇
／
寿
し
や

福
島
錦
照
／
蝶
花
形
八

岩
佐
花
月
／

鏡
山
長
局

山
本
琴
生
／
菅
四

小
堀
千
朝
／
鰻
谷

素
木
常
磐
／
布
引
滝

森

鳴
門
／
一
の
谷
三

緒
方
宇
鳴

廿
七
日
（
二
日
目
）

日
吉
丸
三

角
木
喜
角
／
太
十

林
林
月
／
お
俊
伝
兵
衛

平
田
宝
玉
／
阿
漕
浦

原
田
可
昇
／
忠
六

木
素
福
／
日
向
島

佐
野
万
玉
／
恋
十

梅
の
家
寿
／
忠

九

長
原
小
玉

廿
八
日
（
三
日
目
）

赤
垣
出
立

辻
錦
玉
／
沓
掛
村

島
か
な
め
／
忠
四

木
谷
兜
／
菅
四

桑
島
旭

／
白
石
囃

弘
田
達
竹
／
伊
賀
八

折
野
寿
勝
／
三
十
三
間
堂
平
太
郎
内

大

（
マ
マ
）

幸
文
蝶
／
太
功
記
十
段
目

福
島
五
葉

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
六
月
十
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

人
気
涌
返
る
／
源
之
丞
／
◇
評
判
記

◇
す
ば
ら
し
き
前
人
気
を
以
て
迎
へ
ら
れ
た
本
家
上
村
源
之
丞
大
黒
組
の
大
人
形
は

十
五
日
新
栄
町
稲
荷
座
に
於
て
花
々
し
く
開
演
さ
れ
た
、
天
下
に
冠
た
る
の
称
あ
る

本
家
上
村
源
之
丞
の
一
座
で
あ
る
だ
け
そ
れ
だ
け
非
常
な
勢
ひ
を
作
し
て
観
衆
殺
到

し
来
り
お
正
午
に
は
錐
も
た
ゝ
ぬ
大
入
り
満
員
で
あ
つ
た

◇
大
き
な
人
形
、
此
背
景
大
道
具
の
美
麗
は
何
と
云
つ
て
も
此
の
座
の
特
色
だ
、
前

狂
言
は
『
嫩
軍
記
』
の
大
物
を
据
へ
た
、
一
の
谷
の
組
打
の
場
か
ら
は
三
花
太
夫
の

美
声
が
更
に
美
声
を
う
み
敦
盛
、
熊
谷
の
人
形
の
使
ひ
振
は
巧
な
も
の
真
に
人
其
儘

の
活
躍
で
満
場
感
嘆
は
至
当
、
殊
に
須
摩
の
背
景
は
淡
路
を
遠
く
に
見
せ
た
最
新
式

の
も
の
だ
、

◇
流
し
の
枝
は
鳴
島
太
夫
、
本
太
夫
、
梶
太
夫
は
熊
谷
陣
屋
は
最
も
大
時
代
を
現
し

評
の
出
来
な
い
ほ
ど
の
ウ
マ
サ
だ
、
人
形
使
と
し
て
も
熊
谷
（
仙
吉
）
ふ
じ
局
（
万

玉
）
さ
が
み
（
三
玉
）
弥
太
六
（
義
三
郎
）
で
他
座
で
は
見
ら
れ
ぬ
上
手
さ
だ
中
狂

言
の

◇
「
合
邦
」
は
追
抱
の
女
太
夫
三
朝
太
夫
は
マ
ヽ
何
で
こ
ん
な
に
ウ
マ
イ
の
だ
ら
う

と
観
衆
に
片
唾
も
呑
ま
さ
ぬ
ほ
ど
な
語
り
振
天
晴
と
申
す
外
は
な
い
切
狂
言
の
「
赤

垣
源
蔵
」
は
音
太
夫
の
語
り
物
中
の
十
八
番
も
の
だ
け
あ
つ
て
こ
れ
亦
非
常
な
拍
手

を
う
け
た

◇
こ
と
に
権
八
の
三
味
線
は
軽
妙
、
真
味
は
文
楽
座
以
外
に
は
聞
く
を
得
ざ
る
の
妙

手
で
斯
界
の
重
鎮
だ
け
あ
つ
て
活
栓
を
抜
き
放
ち
た
サ
イ
ダ
ー
の
様
に
沸
騰
す
る
の

大
喝
采
、
感
嘆
で
あ
つ
た
︱
た
し
か
に
当
興
行
の
大
成
功
の
表
徴
で
あ
つ
た
と
う
け

と
れ
る(

麗
の
字)

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
月
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

大
盛
況
を
見
せ
た
／
倶
楽
間
会
人
形

慈
善
病
院
寄
附
倶
楽
間
会
人
形
大
会
第
一
日
は
盛
況
を
見
た
る
が
二
日
目
の
語
り
物
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左
の
如
し

一
ノ
谷
三

奥
津
眉
賀
／
太
十

山
本
琴
生
軒
／
日
吉
丸
三

小
山
梅
寿
／
お

染
久
松
質
店

加
郷
小
要
／
菅
原
四

林
林
月
／
壺
阪

大
幸
文
蝶
／
岸
姫

（
大
切
掛
合
）
／
お
そ
よ
朝
比
奈
二
役

緒
方
宇
鳴
／
藤
巻

大
幸
文
蝶
／
与
茂

作

山
佐
花
月
／
飯
原
兵
衛

佐
野
萬
玉
／
糸

花
澤
咲
二

昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
七
月
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

日
本
最
古
人
形
家
元
ハ
富
座
ナ
リ
／
天
に
二
日
無
く
上
村
源
之
丞
に
二
座
無
し
他
は

み
な
偽
物
の
み
な
り

当
七
月
五
日
初
日
◯
毎
朝
八
時
半
開
幕
（
時
間
励
行
）

上
村
源
之
丞
略
歴

人
形
ハ
京
都
道
薫
坊
ニ
始
マ
リ
道
薫
其
技
ヲ
以
テ
諸
国
巡
遊
ノ
途
次
淡
路
ニ
渡
リ
我

祖
ニ
其
技
ヲ
伝
ヘ
引
田
家
二
十
五
代
引
田
源
之
丞
藤
原
正
勝
ニ
至
リ
之
ヲ
劇
ト
シ
テ

大
成
シ
天
下
ニ
知
ラ
ル
人
皇
百
八
代
後
陽
成
帝
ノ
天
覧
ヲ
賜
リ
左
ノ
綸
旨
ヲ
賜
ル

今
般
磤
馭
慮
島
三
条
道
薫
坊
相
継
引
田
源
之
丞
任
淡
路
掾
禁
裏
節
会
三
社
神
楽
之
式

奉
捧
依
之
従
四
位
下
叙
者
也
／
天
気
之
処
如
件
／
元
亀
元
年
二
月
／
中
院
大
納
言
執

達其
後
代
々
従
四
位
下
ニ
叙
セ
ラ
レ
年
々
上
洛
前
□
相
勤
道
中
旅
費
官
費
ト
ス
中
興
源

之
丞
藤
原
正
清
操
人
形
ヲ
作
リ
仁
明
帝
ノ
天
覧
ニ
供
シ
小
野
篁
卿
ニ
勅
シ
日
本
第
一

冠
諸
芸
衆
能
引
田
淡
路
掾
藤
原
正
清
ト
ノ
門
額
下
賜

後
光
明
帝
左
ノ
綸
旨
ヲ
賜
ル

己
前
引
田
淡
路
掾
有
之
処
任
日
向
掾
上
村
源
之
丞
称
可
従
四
位
下
如
元
依
之
元
亀
元

年
中
被
下
置
候
御
書
物
大
切
可
相
心
得
者
也
／
天
気
之
処
如
件
／
慶
安
四
年
一
月
／

中
院
大
納
言
執
達

徳
川
四
代
将
軍
家
綱
公
御
高
覧
ニ
供
ス
上
村
源
之
丞
行
列
格
式
家
老
職
興
業
中
三
里

以
内
諸
興
業
停
止
可
者
也
ノ
命
ア
リ
五
七
桐
紋
ハ
先
帝
ノ
下
賜
式
三
番
叟
翁
面
ハ
後

陽
成
帝
恩
賜
ニ
シ
テ
稽
文
会
ノ
作
也

前
狂
言

一
ノ
谷
嫩
軍
記

切
狂
言

菅
原
伝
授
手
習
鑑
／
寺
子
屋
ノ
段

大
阪
文
楽
座
出
勤

竹
本
鶴
太
夫
／
□
入
女
太
夫

竹
本
水
朝
／
□
太
夫

豊
竹
上

総
太
夫
／
豊
竹
音
太
夫
／
竹
本
水
門
栄
／
竹
本
鳴
島
太
夫
／
豊
竹
国
登
太
夫
／
豊
竹

津
名
恵
太
夫
／
竹
本
鷹
太
夫
／
豊
竹
三
花
太
夫
／
竹
本
伊
織
太
夫

三
味
線

花
澤
咲
二
／
豊
澤
町
弥
／
鶴
澤
徳
三
郎
／
豊
澤
仙
二
／
花
澤
正
市

上
村
仙
吉
／
上
村
儀
三
郎
／
上
村
金
蔵
／
上
村
宇
二
郎
／
上
村
寿
市
／
上
村
熊
八
／

上
村
喜
市
／
上
村
幸
玉
／
上
村
丑
平
／
上
村
銀
五
郎
／
上
村
豊
二
郎
／
上
村
安
夫
／

上
村
音
吉
／
上
村
不
二
夫
／
上
村
周
五
郎
／
上
村
勘
市

○
上
村
源
之
丞
の
人
形
は
七
月
中
開
演
す

新
栄
町
稲
荷
座

長
電
話
一
〇
六
六
番

直
営
引
田
興
行
社

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
六
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

年
に
一
度
の
人
形
芝
居
／
本
家
上
村
源
之
丞
／
愈
々
二
十
日
よ
り
稲
荷
座
に
て

本
家
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
年
に
一
度
の
開
演
と
て
そ
の
日
を
待
た
れ
つ
ゝ
あ
る

が
愈
々
来
る
二
十
日
よ
り
新
栄
丁
稲
荷
座
に
於
て
花
々
し
く
開
演
す
る
こ
と
に
な
つ

た
、
太
夫
は
本
太
夫
竹
本
高
津
太
夫
、
追
抱
竹
本
出
羽
太
夫
、
別
入
め
ば
へ
太
夫
改

め
竹
本
楽
太
夫(

当
地
出
身
大
阪
文
楽
座
出
演
の
花
形)

に
し
て
初
日
狂
言
は
左
の

通
り前

狂
言
「
一
の
谷
嫩
軍
記
」
大
序
よ
り
熊
谷
陣
屋
迄
△
堀
川
御
所
の
段(

竹
本
三

花
太
夫)
△
経
盛
館
の
段(

豊
竹
児
島
太
夫)

△
小
次
郎
出
陣
の
段(

豊
竹
津
名
恵
太

夫)

△
須
磨
の
浦
組
打
の
段(

豊
竹
音
太
夫)

△
流
の
枝
林
住
家
の
段(

豊
竹
小
浜
太

夫)

△
熊
谷
陣
屋
の
段(

本
太
夫
豊
竹
高
津
太
夫
）
此
段
大
道
具
大
仕
掛
八
十
八
段

‒ ‒



返
し
△
中
狂
言
「
心
中
天
の
網
島
紙
治
の
段
」
別
入
大
阪
文
楽
座
出
勤
め
ば
え
改

め(
竹
本
楽
太
夫)

△
切
狂
言
「
伊
勢
音
頭
油
屋
お
こ
ん
貢
大
切
」
別
入
有
名
な
る

人
気
太
夫(

竹
本
出
羽
太
夫)

△
大
切
狂
言
「
宮
本
武
勇
伝
大
仙
山
の
段
」
若
手
太

夫
掛
合

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
二
十
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

徳
島
倶
楽
間
会
／
人
形
秋
季
大
会

倶
楽
間
会
秋
季
大
会
を
御
大
典
を
奉
祝
の
為
め
新
富
座
に
於
て
阿
波
源
之
丞
人
形
入

大
道
具
立
に
て
来
る
廿
二
日
よ
り
三
日
間
無
料
に
て
開
催
但
下
足
賃
五
銭
出
演
日
割

及
び
芸
題
語
り
物
左
の
通
り

△
初
日(

廿
二
日)

御
殿(

井
沢
新
玉)

△
忠
九(
長
原
古
多
満)

△
政
右
衛
門
館
の
段

(

佐
野
万
玉)

△
太
十(

浜
喜
楽)

△
信
仰
記
の
三(
川
崎
東
玉)

△
岸
姫(

福
本
松
鶴)

△
忠
六(

大
西
太
勝)

△
玉
三(

下
窪
喜
玉)

△
二
日
目(

廿
三
日)

城
木
屋(

中
川
夏
月)

△
質
店(

奈
木
常
盤)

△
谷
三(

畑
山
み

の
る)

△
合
邦(

井
後
太
陽)

△
布
四(

辻
錦
玉)

△
御
殿(

湯
浅
三
幸)

△
赤
垣(

志
摩

か
な
め)

△
お
夏(

弘
田
達
竹)

△
二
代
鑑(

中
島
梧
風)

△
三
日
目(

廿
四
日)

菅
四(

小
堀
千
朝)

△
腰
越
状(

岩
佐
花
月)

△
柳(
堀
川
小
美

咲)

△
油
屋(

岩
本
拝
生)

△
忠
四(

森
本
山
西)

△
志
度
寺(

枚
岡
一
二
三)
△
三
勝

(

藤
原
二
葉)

△
御
殿(

加
郷
小
要)

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
十
一
月
二
十
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

倶
楽
間
の
人
形

(

既
報)

徳
島
倶
楽
間
会
人
形
大
会
は
廿
三
日
正
午
よ
り
新
富
座
に
て
開
催
芸
題
及
出

演
者
左
の
如
し

式
三
番
叟(

入
登
太
夫)

△
沼
津(

湊
喜
楽)

△
谷
三(

畑
山
み
の
る)

△
阿
漕
の
浦(

福

本
松
鶴)

△
加
賀
七(

湯
浅
三
幸)

△
賤
ケ
嶽(

佐
野
万
玉)

△
二
代
鑑(

中
島
梧
風)

△
菅
四(

小
堀
千
朝)

△
御
殿(

加
郷
小
要)

△
忠
九(

長
原
古
多
満)

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

い
よ
く
十
九
日
初
日
／
人
形
上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
の
狂
言

唯
一
の
人
形
芝
居
本
家
上
村
源
之
丞
一
座
い
よ
く
十
九
日
午
前
八
時
か
ら
稲
荷
座

に
於
て
初
日
開
演
芸
題
は
左
の
通
で
あ
る(

写
真

別
入
竹
本
綱
蔵)

一
の
谷
嫩
軍
記
堀
川
御
所
の
段(

竹
本
栄
太
夫)

△
経
盛
館
の
段(

豊
竹
綱
太
夫)

△

小
次
郎
出
陣
の
段(

竹
本
松
島
太
夫)

△
須
磨
の
浦
組
打(

女
太
夫
豊
竹
浜
重
）
△

流
の
枝
林
住
家(

女
太
夫
竹
本
八
千
代
）
△
熊
谷
陣
屋
の
段(

豊
竹
上
総
太
夫)

△

伊
勢
音
頭
油
屋
お
紺
十
人
斬(

竹
本
出
羽
太
夫
、
三
味
豊
澤
権
八)

△
切
狂
言
先
代

萩
御
殿(

大
坂
下
り
女
太
夫
竹
本
網
蔵)

△
宮
本
武
勇
伝
大
仙
の
段(

太
夫
総
掛
合)

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
六
月
二
十
二
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

稲
荷
座
の
昼
夜
／
人
形
と
奇
術
／
廿
二
日
謝
恩
興
行

稲
荷
座
に
て
は
昭
和
五
年
度
上
半
期
謝
恩
興
行
と
し
て
昼
間
は
上
村
源
之
丞
人
形
芝

居
を
夜
間
は
木
戸
無
料
に
て
ジ
ヤ
グ
ラ
ー
操
光
一
行
の
大
奇
術
を
二
十
二
日
か
ら
開

演
す
る
こ
と
に
な
つ
た

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
七
月
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

い
よ
く
八
日
よ
り
出
演
／
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
／
稲
荷
座
上
村
源
之
丞

‒ ‒



連
日
大
入
満
員
を
打
続
け
て
ゐ
る
稲
荷
座
の
本
家
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
い
よ

く
八
日
よ
り
十
日
迄
三
日
間
同
座
が
最
も
得
意
と
す
る
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
を
上
演

す
る
事
に
な
つ
た
の
で
一
層
の
人
気
を
博
す
る
で
あ
ら
う

鶴
ケ
岡
之
段(
源
氏
太
夫
）△
本
蔵
松
切
之
段(

栄
太
夫)

△
殿
中
之
段(

上
尾
太
夫
）

△
塩
谷
判
官（
上
屋
敷
之
段)

本
太
夫
上
総
太
夫
△
恩
愛
二
つ
玉
之
段(

松
島
太
夫)

△
勘
平
切
腹
之
段(
女
太
夫
浜
重)

△
一
力
茶
屋
の
段(

太
夫
掛
合)

△
本
蔵
下
屋
敷

之
段(

大
阪
初
下
り)
女
太
夫
綱
竜
△
由
良
之
助
山
科
発
足(

別
入
出
羽
太
夫)

△
天

川
屋
内
之
段(

女
太
夫
八
千
代)

△
義
士
勢
揃
敵
討(

義
士
掛
合)

△
焼
香
場
之
段

(

源
氏
太
夫)

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
七
月
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

鳴
門
源
之
丞
／
十
六
日
新
富
座

新
富
座
七
月
十
六
日
初
日
開
演
の
人
形
浄
瑠
璃
鳴
門
源
之
丞
大
一
座
は
当
地
初
め
て

来
演
で
太
夫
連
は
特
別
出
演
の
女
義
界
の
巨
頭
竹
本
小
仙
に
続
い
て
斯
界
に
於
け
る

人
気
王
豊
竹
玉
之
助
に
本
太
夫
に
は
竹
本
小
梶
太
夫
、
三
味
線
豊
澤
町
太
夫
外
数
名

何
れ
も
幹
部
揃
ひ
毎
日
正
午
よ
り
花
々
敷
く
開
演
因
に
初
日
狂
言
左
の
如
し

前
狂
言
「
近
江
源
氏
」
大
序
よ
り
大
詰
ま
で(

本
太
夫)

竹
本
小
梶
太
夫(
三
味
線)

豊
澤
町
太
郎
△
中
狂
言
「
千
本
桜
す
し
や
の
段
」
竹
本
小
仙
△
次
狂
言
「
金
比
羅

利
生
記
百
度
平
住
家
の
段
」
豊
竹
玉
之
助
△
大
詰
「
肥
後
の
駒
下
駄
四
段
目
」
竹

本
水
門
栄

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
六
月
二
十
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

市
村
六
之
丞
／
廿
五
日
新
富
座

新
富
座
廿
五
日
初
日
開
演
の
淡
路
国
大
人
形
芝
居
本
家
市
村
六
之
丞
大
一
座
は
今
後

毎
年
此
の
時
期
に
是
非
一
度
は
来
演
す
る
と
云
ふ
顔
切
り
興
行
と
て
一
座
本
太
夫
竹

本
島
太
夫
に
別
抱
の
竹
本
錦
太
夫
の
上
に
別
入
り
追
抱
と
し
て
大
坂
よ
り
竹
本
綱

竜
、
豊
澤
東
童
を
差
し
加
へ
一
座
独
特
の
早
替
り
並
に
大
道
具
大
仕
掛
四
十
八
段
返

し
等
目
新
ら
し
い
仕
組
に
依
つ
て
充
分
期
待
に
添
ふ
べ
く
努
力
す
る
と
、
尚
ほ
一
座

町
廻
り
は
前
日
の
廿
四
日
に
行
ひ
翌
廿
五
日
初
日
時
間
励
行
毎
日
午
前
八
時
半
よ
り

開
幕
す
る
と

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
六
月
二
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

本
家
上
村
源
之
丞
／
愈
々
待
望
の
初
日
は
廿
六
日
／
稲
荷
座
の
初
日
狂
言

稲
荷
座
で
開
演
す
る
本
家
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
い
よ

待〱
望
裡
に
廿
六
日
午

前
八
時
半
よ
り
開
演
す
る
が
初
日
の
狂
言
は
左
の
如
く
恒
例
の
町
廻
り
は
前
日
の
廿

五
日
人
形
及
び
太
夫
役
者
参
加
し
て
花
々
し
く
全
市
を
練
る
こ
と
ゝ
な
つ
て
ゐ
る

△
前
狂
言
「
有
髪
婿
奥
州
秀
衡
」
大
序
よ
り
大
切
ま
で

法
皇
御
殿
の
段(

竹
本
源
氏
太
夫)

宗
盛
花
見
の
段(

豊
竹
綱
太
夫)

鞍
馬
山
の
段

(

豊
竹
音
羽
太
夫)

遠
州
池
田
宿
の
段(

竹
本
水
門
栄)

陸
前
松
島
宮
の
段(

竹
本

咲
江)

秀
衡
館
の
段
本
太
夫(

豊
竹
上
総
太
夫)

庄
司
屋
敷
の
段(

竹
本
三
木
太

夫)

△
中
狂
言
「
摂
州
合
邦
ヶ
辻
」
合
邦
庵
の
段(

追
抱)

水
本
新
水
朝

△
切
狂
言
「
艶
姿
女
舞
衣
三
勝
半
七
」
酒
屋
の
段(

別
人)

竹
本
水
朝

△
大
喜
劇
「
五
条
橋
弁
慶
の
段
」
太
夫
掛
合

（
マ
マ
）

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
七
月
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
名
狂
言

大
入
を
つ
ゞ
け
て
ゐ
る
稲
荷
座
の
本
家
源
之
丞
人
形
芝
居
は
八
日
か
ら
左
の
十
八
番

‒ ‒



狂
言
を
上
演

△
前
狂
言
「
大
江
山
酒
呑
童
子
」
吉
野
山
の
段(

源
氏
太
夫)

△
比
叡
山
花
見
の
段

(
梅
太
夫)

△
有
明
御
前
隠
家
の
段(

咲
栄)

△
頼
光
館
の
段(

水
門
栄)

保
昌
屋
敷
の

段(

上
総
太
夫)

△
羅
生
門
の
段(

音
羽
太
夫)

△
渡
辺
綱
館
の
段(

三
木
太
夫)

△
土

蜘
蛛
退
治
の
段(
綱
大
夫)

△
中
狂
言
「
日
吉
丸
雅
桜
」(

小
牧
山
場
内
の
段)(

追

（
マ
マ
）

抱)

新
水
朝(
糸)
町
十
郎
△
切
狂
言
「
伊
賀
越
道
中
双
六
」(

沼
津
里
の
段)(

別

入)

水
朝(

糸)

町
三
郎
△
大
切
「
山
入
よ
り
鬼
神
退
治
ま
で
」
掛
合

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
六
月
二
十
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
盛
況

前
人
気
を
集
め
て
初
日
を
稲
荷
座
で
開
演
し
た
本
家
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
待
望

の
公
演
だ
け
に
素
晴
し
い
人
気
を
呼
ん
だ
二
の
替
は
二
十
八
日
よ
り
左
の
如
く
上
演

す
る△

前
狂
言
「
奥
秀
州
衡
有
髪
婿
」
法
皇
御
殿=

友
太
夫
△
鞍
馬
山
之
段
＝
三
駒
太

（
マ
マ
）

夫
△
宗
盛
花
見
＝
綱
太
夫
△
池
田
宿
の
段
＝
八
千
代
△
松
島
宮
の
段
＝
吉
野
太
夫

△
秀
衡
館
之
段
＝
三
笠
太
夫
△
庄
司
屋
敷
之
段
＝
三
木
太
夫
◇
中
狂
言
「
三
十
三

所
花
の
壷
坂
寺
」
追
抱
千
代
治
◇
切
狂
言
「
昔
八
丈
白
木
屋
之
段
」
別
九
久
国

（
マ
マ
）

◇
大
喜
利
「
五
条
橋
弁
慶
」
太
夫
掛
合

昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
七
月
十
二
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
九
の
替

稲
荷
座
の
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
連
日
好
評
九
の
替
り
狂
言
を
十
二
、
三
両
日
左

の
如
く
上
演
す
る

前
狂
言
「
祇
園
祭
礼
信
仰
記
」
△
「
義
輝
遊
宴
」
友
太
夫
△
「
御
殿
」
綱
太
夫
△
「
藤

吉
郎
割
普
請
」
源
氏
太
夫
△
「
信
長
傘
の
舞
」
三
木
太
夫
△
「
上
燗
屋
」
三
駒
太
夫

△
「
是
斎
屋
」
三
笠
太
夫
△
「
金
閣
寺
」
綱
太
夫
△
「
瓜
先
嵐
」
八
千
代
△
「
敵
討
」

三
駒
太
夫
△
中
狂
言
「
布
引
滝
小
桜
貢
」
千
代
治
△
切
狂
言
「
三
十
三
所
花
の
山
壺

坂
寺
」
久
国

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
三
月
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

源
之
丞
人
形
／
佐
古
中
野
劇
場

本
家
源
之
丞
人
形
芝
居
は
来
る
十
五
日
よ
り
五
日
間
佐
古
中
野
劇
場
に
於
て
開
演
開

幕
時
間
は
正
午
十
二
時
入
場
料
三
十
銭
上
場
行
次
第
初
日
芸
題
左
の
如
し

吉
例
御
祝
儀
宝
入
船
＝
竹
本
入
登
△
（
前
）
牛
若
丸
鞍
馬
下
奥
州
秀
衡
△
宗
盛
館

之
段
＝
竹
本
浪
花
太
夫
△
鞍
馬
山
之
段
＝
竹
本
千
鳥
太
夫
△
池
田
宿
宿
屋
段
＝
豊

竹
弥
重
次
△
松
島
宮
居
之
段
＝
豊
竹
千
鳴
太
夫
△
秀
衡
城
内
之
段
＝
豊
竹
呂
島
太

夫
△
秀
衡
館
之
段
＝
豊
竹
朝
之
助
△
佐
藤
正
司
館
之
段
＝
豊
竹
呂
島
太
夫
△（
中
）

阿
波
鳴
門
八
目
十
郎
兵
衛
住
家
之
段
＝
別
入
竹
本
玉
之
助
△
（
切
）
京
都
五
条
橋

牛
若
丸
弁
慶
対
面
之
段
＝
太
夫
総
掛
合

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

人
形
芝
居
の
最
高
峰
／
本
家
上
村
源
之
丞
／
愈
々
七
月
三
日
よ
り
稲
荷
座
で
開
演

本
県
劇
壇
の
最
高
年
中
行
事
と
し
て
一
般
か
ら
待
望
さ
れ
て
ゐ
る
本
家
上
村
源
之
丞

人
形
芝
居
は
恒
例
に
よ
り
い
よ

七〱
月
三
日
よ
り
唯
一
の
人
形
芝
居
の
道
場
と
も

い
ふ
べ
き
新
栄
町
稲
荷
座
に
於
て
花
々
し
く
開
演
す
る
事
に
決
定
し
た
、
同
座
は
群

小
数
知
れ
ぬ
人
形
座
の
王
座
を
占
む
る
権
威
あ
る
大
一
座
で
操
人
形
の
草
分
け
で
現

在
の
上
村
源
之
丞
は
実
に
五
十
三
代
と
い
ふ
由
緒
あ
る
伝
統
を
誇
る
天
下
一
品
諸
芸

諸
能
の
司
で
、
今
回
の
開
演
に
当
り
道
具
太
夫
人
形
使
ひ
に
至
る
ま
で
精
鋭
を
よ
り

‒ ‒



す
ぐ
つ
た
堅
陣
を
組
織
し
て
堂
々
と
公
開
す
る
事
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
従
来
の
同
座

よ
り
一
層
光
彩
あ
る
舞
台
を
展
開
す
る
も
の
と
し
て
同
好
者
の
話
題
を
賑
し
て
ゐ
る

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
七
月
三
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

愈
三
日
か
ら
開
演
／
本
家
上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
の
名
狂
言

愈
々
三
日
よ
り
開
演
す
る
稲
荷
座
の
本
家
上
村
源
之
丞
人
形
芝
居
は
人
気
ま
す
く

た
か
ま
り
初
日
の
盛
況
さ
を
予
想
さ
れ
て
ゐ
る
が
狂
言
及
び
太
夫
語
り
場
割
は
左
の

通
り
で
あ
る

◇
前
狂
言

奥
州
秀
衡
御
星
御
殿
の
段
＝
竹
本
友
太
夫
△
宗
盛
御
殿
の
段
＝
豊
竹

綱
大
夫
△
鞍
馬
山
の
段
＝
竹
本
吉
野
太
夫
△
遠
州
池
田
宿
の
段
＝
豊
竹
八
千
代

▽
陸
前
松
島
の
段
＝
豊
竹
三
駒
太
夫
△
秀
衡
館
の
段
＝
竹
本
三
笠
太
夫
△
佐
藤

庄
司
館
の
段=

竹
本
三
木
太
夫

◇
中
狂
言

摂
州
合
邦
ケ
辻
合
邦
庵
の
段
＝
大
阪
呂
太
夫
同
人
女
太
夫
豊
竹
呂
調

◇
切
狂
言

三
十
三
所
花
の
山
壷
阪
寺
の
段
＝
大
阪
下
り
女
太
夫
竹
本
久
国

◇
大
喜
劇

五
条
橋
＝
太
夫
掛
合

（
マ
マ
）

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
六
月
二
十
五
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

温
劇
人
形
芝
居
／
二
の
替
り
芸
題

初
日
以
来
盛
況
を
続
け
つ
ゝ
あ
る
温
劇
の
小
林
六
太
夫
一
座
の
廿
五
日
廿
六
日
両
日

間
二
の
替
り
狂
言
と
し
て
公
開
芸
題
左
の
通
り

△
前
狂
言
『
玉
藻
の
前
旭
の
袂
』
大
序
よ
り
大
切
迄
△
班
足
王
御
殿
の
段(

若
島

太
夫)

△
太
公
望
魚
釣
の
段(

三
河
太
夫)

△
化
粧
殿
の
段(

弥
恵
春)

△
道
春
館

の
段(

豊
竹
上
総
太
夫)

△
那
須
の
郷
重
作
住
家
の
段(

音
太
夫)

△
中
狂
言
『
朝
顔
日
記
』
宿
屋
の
段(

竹
本
三
木
太
夫)

△
次
狂
言
『
御
所
桜
』
三
段
目(

大
阪
別
入
竹
本
国
昇)

△
切
狂
言
『
お
染
久
松
』
野
崎
村
の
段(

大
阪
別
入
竹
本
清
勝)

大
切
に
は
景
事
都

神
泉
園
狐
早
変
り

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
一
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

温
劇
人
形
芝
居
／
五
ノ
替
り
芸
題

温
泉
劇
場
小
林
六
太
夫
一
座
は
七
月
一
日
よ
り
大
阪
女
義
界
の
大
立
者
竹
本
春
駒
、

豊
澤
仙
平
の
両
名
を
聘
し
熱
演
す
る

△
前
狂
言
『
春
の
住
吉
仇
討
天
下
茶
屋
』
△
浮
田
中
納
言
館
の
段
＝
春
太
夫
△
藪
ヶ

小
路
の
段
＝
若
島
太
夫
△
早
瀬
玄
番
屋
敷
の
段
＝
千
鳥
太
夫
△
水
茶
屋
の
段
＝
源
太

夫
△
安
達
弥
助
住
家
の
段
＝
三
河
太
夫
△
福
島
土
手
早
瀬
十
次
郎
返
り
討
の
段
＝
豊

竹
上
総
太
夫
△
人
形
屋
鵤
幸
右
衛
門
内
の
段
＝
豊
竹
音
太
夫
△
斎
藤
将
玄
屋
敷
の
段

＝
弥
恵
春
△
住
吉
社
内
敵
討
の
段
＝
太
夫
総
掛
合
△
中
狂
言
『
源
平
布
引
四
段
目
』

松
波
検
校
琵
琶
の
段
＝
三
木
太
夫
△
添
狂
言
『
お
半
長
衛
門
帯
屋
の
段
』
春
駒

入
場
料
特
等
五
十
銭
、
一
等
四
十
銭

二
等
三
十
銭
午
後
五
時
半
よ
り
活
動

市
村
六
之
丞
／
相
生
座
六
の
替
り

相
生
座
の
市
村
六
之
丞
の
人
形
芝
居
は
七
月
一
日
六
の
替
り
狂
言
左
の
如
し

前
狂
言
『
妹
背
山
女
庭
訓
全
通
』
△
大
内
御
所
の
段
＝
竹
本
春
太
夫
△
曾
我
大
臣

（
マ
マ
）

館
の
段
＝
豊
竹
初
尾
太
夫
△
太
宰
少
司
館
の
段
＝
竹
本
須
磨
太
夫
△
芝
六
住
家
の
段

＝
本
太
夫
竹
本
島
之
助
、
糸
豊
澤
町
広
△
中
狂
言
『
三
十
三
所
壷
坂
霊
現
記
』
△
沢

市
住
家
の
段
＝
別
入
豊
竹
八
千
代
△
切
狂
言
鱶
七
上
使
の
段
＝
豊
竹
生
駒
太
夫
△
お

み
は
竹
雀
の
段
＝
豊
竹
音
羽
太
夫

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
二
日

‒ ‒



『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

上
村
源
之
丞
／
稲
荷
座
替
狂
言

稲
荷
座
の
人
形
芝
居
本
家
上
村
源
之
丞
二
日
、
三
日
の
九
の
替
り
芸
題
左
の
如
し

△
前
狂
言
富
士
の
巻
狩
□
□
鶴
ヶ
岡
︙
栄
太
夫
△
亀
ヶ
谷
︙
吉
野
太
夫
△
正
厳
寺
︙

三
国
太
夫
△
大
磯
揚
屋
︙
太
夫
掛
合
△
鶴
ヶ
岡
□
□
︙
三
駒
太
夫
△
朝
日
奈
隠
家
︙

須
磨
太
夫
△
曾
我
老
母
内
︙
三
笠
太
夫
△
一
ノ
宮
留
守
居
︙
千
代
子
△
富
士
の
巻
狩

︙
綱
大
夫
△
敵
討
︙
三
国
太
夫
△
中
狂
言
阿
波
鳴
門
順
礼
歌
の
段
︙
豊
竹
千
代
治
△

切
狂
言
『
伊
賀
越
沼
津
の
里
』
竹
本
久
国

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
六
月
二
十
九
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

年
に
一
度
の
公
演
／
本
家
上
村
源
之
丞
／
愈
七
月
二
日
稲
荷
座

年
に
一
度
の
興
行
と
し
て
待
望
さ
れ
て
ゐ
る
日
本
第
一
諸
芸
衆
能
の
司
人
形
元
祖
本

家
上
村
源
之
丞
一
座
は
い
よ
い
よ
七
月
二
日(

旧
五
月
二
十
七
日)

毎
日
午
前
八
時
稲

荷
座
に
て
開
演
す
る
こ
と
に
な
つ
た
、
同
座
最
も
古
き
歴
史
と
内
容
の
完
備
は
他
の

追
従
を
許
さ
ず
同
好
者
を
始
め
一
般
に
周
知
し
て
ゐ
る
が
更
に
万
般
の
改
善
と
人
形

使
太
夫
に
至
る
ま
で
強
化
し
本
太
夫
は
関
西
女
義
太
夫
界
で
時
代
語
り
の
随
一
と
呼

ば
れ
る
竹
本
島
之
助
を
据
え
追
抱
に
は
美
声
と
艶
麗
な
語
り
口
で
魅
了
す
る
女
義
界

の
花
形
竹
本
新
水
朝
を
配
し
助
太
夫
に
豊
竹
音
太
夫
、
竹
本
三
河
太
夫
、
豊
竹
友
太

夫
、
同
小
春
太
夫
、
同
敷
尾
太
夫
、
竹
本
水
門
栄
等
油
の
乗
り
切
つ
た
達
者
揃
ひ
の

豪
華
陣
で
人
形
役
者
も
ま
た
一
万
の
旗
頭
の
み
を
網
羅
し
て
ゐ
る
の
で
近
頃
稀
な
人

形
芝
居
で
遉
に
本
家
上
村
源
之
丞
の
貫
禄
を
堂
々
と
示
し
た
も
の
で
開
場
の
暁
に
は

素
晴
ら
し
い
人
気
を
呼
ぶ
で
あ
ら
う
と
予
想
さ
れ
て
ゐ
る
因
に
人
形
芝
居
開
場
中
は

午
後
三
時
よ
り
映
画
を
上
映
す
る
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
る

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
六
月
二
十
八
日

『
徳
島
毎
日
新
聞
』
朝
刊

伝
統
を
誇
る
日
本
最
古
の
人
形
家
元
は
当
座
な
り

人
形
芝
居
本
家

上
村
源
之
丞

愈
々
二
十
九
日
初
日
（
旧
六
月
五
日
）

◇
初
日
芸
題
◇

前
狂
言

一
の
谷
嫩
軍
記
／
大
序
ヨ
リ
大
詰
マ
デ

中
狂
言

摂
州
合
邦
辻

合
邦
庵
の
段
／
竹
本
新
水
朝
出
演

切
狂
言

宮
本
武
勇
伝

大
仙
山
の
段

昼
は
人
形
／
夜
は
映
画(

午
前
九
時
開
場)

竹
本
三
国
太
夫
／
竹
本
三
河
太
夫
／
豊
竹
弥
生
太
夫
／
本
太
夫

竹
本
三
笠
太
夫
／

竹
本
梅
太
夫
／
豊
竹
敷
島
太
夫
／
竹
本
水
門
栄
／
追
抱

竹
本
新
水
朝

豊
澤
権
十
郎
／
豊
澤
源
太
郎
／
野
澤
吉
三
郎
／
豊
澤
春
吉
／
豊
澤
源
市

式
三
番

大
石
司
太
夫
／
引
田
日
向
掾
／
福
井
長
太
夫

上
村
儀
三
郎
／
上
村
幸
市
／
上
村
清
司
／
上
村
綱
吉
／
上
村
品
栄
／
上
村
柳
生
／
上

村
小
勢
夫
／
上
村
藤
雄
／
上
村
司
幸
／
上
村
寿
玉
／
上
村
茂
明

上
村
利
玉
／
上
村
亀
雄
／
上
村
菊
之
助
／
上
村
政
之
助
／
上
村
貞
雄

営
業
主
任

二
木
貞
雄
／
外
交
主
任

仲
部
重
市

稲
荷
座

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
六
月
二
十
七
日
夕
刊

『
徳
島
新
聞
』

ヒ
ル
は
人
形
◇
ヨ
ル
は
浪
曲

二
十
八
日
よ
り
十
五
日
間
／
ヒ
ル
十
一
時
り
り
四
時
迄

（
マ
マ
）

本
家

市
村
六
之
丞

太
夫

竹
本
若
羽
太
夫
／
竹
本
千
代
春
／
竹
本
初
尾
太
夫
／
本
太
夫

竹
本
水
門
栄

／
豊
竹
東
太
夫
／
豊
竹
綱
恵
太
夫
／
豊
竹
弥
恵
春
／
別
入
女
太
夫

竹
本
千
代
子

‒ ‒



三
味

豊
澤
源
市
／
つ
る
澤
千
代
次
／
野
澤
吉
右
衛
門
／
つ
る
澤
又
市
／
野
澤
初
司

立
役

市
村
三
輪
三
郎
／
市
村
仲
太
郎
／
市
村
亀
吉
／
市
村
つ
た
ゑ
／
市
村
三
郎
／

市
村
儀
孝
／
市
村
駒
三
郎
／
市
村
次
郎
／
市
村
た
つ
ゑ
／
市
村
吉
之
助
／
市
村
年
一

／
市
村
吉
弥

女
形

市
村
常
夫
／
市
村
久
恵
／
市
村
亀
夫
／
市
村
万
之
助

入
場
料

特
等
八
十
銭
（
税
共
）
／
一
等
五
十
八
銭
（
税
共
）

座
元

豊
田
直
太
郎

温
泉
劇
場

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
七
月
七
日

『
徳
島
新
聞
』
朝
刊

伝
統
を
誇
る
日
本
最
古
の
人
形
芝
居
家
元
は
当
座
な
り

人
形
芝
居
本
家

上
村
源
之
丞

豊
竹
敷
島
太
夫
／
豊
竹
弥
生
太
夫
／
竹
本
梅
太
夫
／
本
太
夫

竹
本
三
笠
太
夫
／
竹

本
国
栄
太
夫
／
竹
本
三
河
太
夫
／
竹
本
加
賀
太
夫
／
追
抱

竹
本
新
水
朝

豊
澤
町
太
郎
／
豊
澤
源
太
夫
／
野
澤
吉
太
郎
／
豊
澤
源
市
／
鶴
沢
徳
八

人
形
役
者

上
村
貞
雄
外
二
十
名

当
ル
八
日
初
日

時
節
柄
東
西
屋
は
出
し
ま
せ
ん

稲
荷
座

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
六
月
二
十
八
日

『
徳
島
新
聞
』
朝
刊

当
ル
六
月
廿
八
日
よ
り
／
淡
路
国
総
本
家
人
形
芝
居

日
本
／
第
一
／
冠

諸
芸
衆
能

市
村
六
之
丞

例
年
お
な
じ
み
の
太
夫
総
出
演
！

立
役
女
形
連
大
挙
来
演
！

開
幕
午
后
一
時
ヨ
リ
一
回
興
行

入
場
料

八
十
八
銭(

税
別)

温
泉
劇
場

‒ ‒



﹁
研
究
科
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
研
究
﹂
成
果
報
告
書

﹃
伝
統
芸
能
の
近
代
化
と
メ
デ
ィ
ア
環
境
﹄

平
成
三
⼗
年
三
⽉
三
⼗
⼀
⽇
発
⾏

編
集

久
堀
裕
朗

発
⾏

⼤
阪
市
⽴
⼤
学
⼤
学
院
⽂
学
研
究
科

都
市
⽂
化
研
究
セ
ン
タ
ー

〒
五
五
⼋
︱
⼋
五
⼋
五

⼤
阪
市
住
吉
区
杉
本
三
︱
三
︱
⼀
三
⼋

電
話
〇
六
︱
六
六
〇
五
︱
三
⼀
⼀
四

印
刷

博
進
印
刷
株
式
会
社

〒
五
五
九
︱
〇
〇
〇
⼆

⼤
阪
市
住
之
江
区
浜
⼝
東
⼆
︱
七
︱
⼆
四
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